
投手調子チェック 

１．疲労ポイント 

  休養不足   休養不足日数 

  回オーバー  オーバー回数 

  スクランブル ＋３ 

  休養不足 or スクランブル 休 ○付きの場合は 休／２ 

         （休養不足かつスクランブルでも、効果は重複しない） 

２．疲労ポイント ０    調子修正 ０ 

         １～５  調子修正 －５ 

         ６～１０ 調子修正 －１０ 

         １１～  調子修正 －２０ 

３．調子修正に、捕手のリードを加算する。 

４．調子チェックを行う。 

  調子修正が１０の場合は安定度１ダウン、調子修正が２０の場合は安定度２ダウン 

  調子修正が０でない場合、調子サイコロで０１が出た場合は安定度にかかわらず２ダウンとする。 

（安定度Ａ→Ｂのダウンは、調子のサイコロ００での２ＵＰがなくなることに注意） 

５．調子がＣ・Ｄの場合は、調子修正（捕手のリードは加算しない）を投手サイコロからひく。 

  調子がＡ・Ｂの場合は、投球の修正はない。 

 

プレッシャーをうけた投球 

以下の投手サイコロ以下は 

ＢＳ→ＢＳ＋ 

ＢＳ＋→ＢＳ＋＋（ＯＦがＬＧ）  

ＢＳ＊→ＢＳ＊＊（ＯＦジャストしか本塁打守備できない） 

走者無 ５ 走者１塁 １０ 走者２・１２塁 ２０ 

走者３塁・２３塁 ３０ 満塁 ４０ 

 

注）通常のＢＳ＊→ＯＦのホームランは、すべて守備できる。 

 

ＸでＨＰ以下がでた直後の打者。（ＢＢ以上は通常） 

調子サイコロで１０以下が出た直後の打者。 

スクランブル登板の初回。 

エラーの直後 

クロスプレーでセーフになった直後の打者 

 

次打者がアウトにならないとプレッシャーは続行。 

 

Ｘの捕球修正 を １０倍とする。０１がでた場合は、修正しない。 

 

 

 

 


